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10月23日(水)に十日町市川西中学校にて「越後妻有防災プログラム」が行われまし
た。湯沢砂防事務所では、土石流体験３Dシアターによる疑似体験や土石流の模型
を用いた説明を通じて、土砂災害の学習を支援しました。積極的な姿勢で学習してい
ただき、新潟県中越地震を体験していない世代である中学生たちに、災害へ備える
意識を持つきっかけをつくることができました。

砂防堰堤が

みんなの生活を
守っていることが
理解できたね

土砂災害の危険は
身近にあるんだ～

土石流模型を通じて砂防堰堤の効果を説明

３Dシアターで土石流を疑似体験

３D眼鏡をかけて準備万端！ ハザードマップで土砂災害の危険性を把握

越後妻有防災プログラムでは、いろいろなブースが設置され、中学生たちは様々な体験をしました


